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 1. 問題  

(1) 昨年度の研究の成果から  

昨年度の自身の研究では，平成 27 年度の

全国学力・学習状況調査の児童質問紙の回

答と平均正答率のクロス集計から，次の２

点が「学習内容の定着」と関連があるので

はないかと考えた。１点目は，授業のはじ

めに「目標」を提示し，授業のおわりに

「振り返り」を行うことである。２点目

は，「話し合い」などの協働的な学習を取り

入れることである。 

この２点を取り入れた授業実践を行った

前後に，児童にアンケートを取った。その

結果から，「学習意欲の向上」と「学習内容

の理解」が図られたという成果が得られ

た。 

しかし，昨年度の実践は実習校でのもの

で，算数科の一単元のみの授業実践であっ

た。 

今年度は担任を持ち，年間を通してあら

ゆる教科の授業や児童と関わる場面におい

て，実践と検証が可能である。普段の授業

において，「目標」の提示と学習の「振り返

り」を行うとともに「協働的な学習」を取

り入れ，「学習意欲の向上」と「学習内容の

理解・定着」への効果について検証してい

きたい。 

 

(2) 互いの考えをつなげる授業について  

次期学習指導要領の改訂においては，授

業にアクティブ・ラーニングを取り入れる

ことが推奨される。アクティブ・ラーニン

グの方策の一つとして，「協動的な学習」を

用いることが考えられるが，「ただ形式だけ

協動的にしても意味がない」，「頭の中がア

クティブになる（思考する）ことが必要

だ」と，各所の講演会で言われている。 

協動的な学習の一つとして「児童が互い

に考えを発表し，それを聴き合う活動」が

挙げられる。その際，ただ友達の考えを聞

いているのではなく，例えば「自分の考え

と同じかな？どこか違うかな？」などと意

識して聴くことで，頭の中をアクティブに

できると考える。  

他者の考えにふれることについて，磯部

(2008)は，「協働的な学習を通して，自他の

判断は強化される。その際のキーポイント

として，他者の考えを『解釈』する場を重

視したい。つまり，他者の考えを『自分

事』として読解・解釈する場を通して，自

他の考えのよさがより一層明確になるとと

もに，共通点と差異点の検討から更に広く

活用できる数理を構成することができるの

である。」と述べている。金本(1998)は，「学

習者と他者との相互交流は，一人ひとりの

子どもの学習内容の理解に重要な役割を果

たしている。」と述べている。そして数学的

コミュニケーションを引き出す手立てとし

て，教師は，聞くことや話すこと，つぶや

きを大切にすることなどを挙げている。 

大関(2011)は，これらをはじめとする多く

の研究で，「思考力を育む上で，意見交流な

どの他者とのかかわりが大きな役割を果た

していることが明らかになっている。」と述

べている。 

このように，互いの考えを聴き合う中

で，出された考えを比べるなどして，「互い



 

の考えをつなげる」活動を積み重ねていけ

ば，思考する場面や機会が増える。それと

ともに，多様な考えを知ることができ，そ

のことによって「思考力の向上」が図れる

のではないかと考えた。また，聴く側だけ

でなく発表する側も「聴く人に分かりやす

いように自分の考えを伝える」ことを意識

することにより，「表現力の向上」も図れる

のではないかと考えた。 

また，「互いの考えをつなげる」活動は，

その流れに沿って，大きく３つの段階に分

けられると考える。そして，それぞれの段

階ごとに，期待できる効果があると考え

た。 

一つめの段階は，考えを「広げる」段階

である。他者の考えを知ることにより，「あ

っ，そういう考えもあるんだ。」と思考や発

想の視野や視点を広げることができる。こ

の段階では「多様な考えを持つ力」を育成

することが期待できる。 

二つめの段階は，考えを「整理する」段

階である。自分の考えと友達の考えの共通

点や相違点を見つけるなどして，自分の考

えと友達の考えを比べたり，出された考え

を大まかに分類したりすることで，この段

階ではそれぞれの考えを「客観的に見る

力」をつけることが期待できる。 

三つめの段階は，考えを「深める」段階

である。出された考えを吟味したりまとめ

たりすることにより，「いろいろな考えがあ

るけど，私はこう考える。」と自分の考えを

再構築したり，算数の問題解決的な授業の

場面では，「いつでも使える考えはどれ

か？」「早くて，簡単で，正確な解き方はど

れか？」とよりよい考えに洗練していった

りする力を養うことが期待できる。 

児童が，上記のような変容を見せること

を期待しながら，「児童が互いの考えをつな

げること」に焦点を当てて日常の実践や研

究授業を行い，成果と課題をまとめていき

たい。研究授業は算数科で行い，「学習意欲

の向上」と「学習内容の理解・定着」とと

もに，「思考力・表現力の向上」についても

効果があったかどうか，検証していきた

い。 

 

2. 研究の方法  

(1) 学級担任としての,日常的な授業実践と

児童の様子や変容の見取り 

①対象校:山梨県内A 小学校 

②期間:2016年 4月～2017年 1月 

 ③対象児童:第 4学年 8名          

 

(2) 算数科での研究授業  

①単元名:広さを調べよう 

    ～面積のはかり方と表し方～ 

②実践日:2016年 11月 9日 

     (全 11時間中の 5時間目) 

 

3.日常の授業や指導の工夫 

(1) 小ホワイトボードの活用 

(ねらいと方法) 

普段の授業で，多様な考えが出されるこ

とが期待でき，児童の考えを交流させたい

場面では，児童に小ホワイトボードを渡し，

そこに自分の考えを書かせた。そして，そ

の小ホワイトボードを使って友達に自分の

考えを説明したり，その小ホワイトボード

を黒板に貼って学級全体で共有したりする

などして，互いの考えを交流させるために

積極的に活用した（図１）。 

小ホワイトボードを活用することによっ

て，見る側・聞く側にとっては，友達の考

えを視覚的に捉えやすくなり，自分が思い

つかなかった多様な考えについて，理解し

やすくなる効果が期待できると考えた。ま

た，表す側にとっても，自分の考えを整理



 

してまとめたり，再構築できたりする機会

になると考えた。 

また，表す側にとっても，自分の考えを

整理してまとめたり，再構築できたりする

機会になると考えた。 

(結果) 

児童の内容の理解度や表現能力によって

差はあるものの，普段からどの児童もあま

り苦労せず，自分の考えを整理したりまと

めたりして小ホワイトボードに表すことが

できていた。 

小ホワイトボードを活用したほとんどの

場面において，教師が出てほしいと期待し

た以上の考えがいずれかの児童から出され

た。その考えを交流し共有することによっ

て，理解してもらいたかったり押さえても

らいたかったりする考えを，児童全員で共

通確認することができた。 

いずれかの児童が，教師が予想しなかっ

た気づきや視点・ものの見方を表せていた

ことも多かった。そのため，教師がねらっ

ていた以上の成果を上げられたことも多々

あった。 

(考察) 

上記の結果から，ホワイトボードを用い

て，自分の考えを表したり，それを相互に

交流し合うことによって，自分の考えが整

理できたり，自分ひとりでは思いつかなか

った多様な考えが理解できたりしていたと

考える。 

特に，算数科の授業においては，自分の

考えを「図」「式」「数直線」「言葉」などで

表すと相手に分かりやすいので，それらを

使って表すことをよびかけた。実際に，友

達の考えが「図」などで表されていると，

視覚的にも論理的にも分かりやすいという

ことを実感した児童が多かったようで，自

分も「図」などを用いて，友達に分かりや

すく自分の考えを伝えようとする姿が日常

化されていた。 

課題としては，ホワイトボードを活用し

たことによる効果について，教師がたびた

び口にすることはあったが，児童からその

効果や有用感に関する発言や感想を引き出

せなかったことが挙げられる。授業の終末

に学習感想を書かせるなどして，児童の言

葉でホワイトボードの活用の効果を表出さ

せることによって，ホワイトボードを活用

する意義を児童が自覚でき，もっと意欲的

にますます効果的にホワイトボードが活用

できたのではないかと考えられる。 

 

(2)安心して考えが交流できる土台づくり 

(ねらいと方法) 

自分の考えが否定されたり非難されたり

することなく受け入れられなければ，安心

して自分の考えを述べることはできない。

自分の考えと異なる考えを受け入れたり，

どんな考えも軽視したり邪険に扱ったりし

ない素地を，クラス全体で共通確認できる

ように，どの子の意見も大切にする学級経

図１ 小ホワイトボードの活用による考え

の交流場面 



 

営を継続して展開していきたいと考えてい

る。 

そのために，普段から相手のよいところ

に目を向けられるようにしたいと考えてい

る。そこで，教師自身が，児童の考えや行

動に対して，肯定的・建設的な気持ちで対

応し，その上で児童への支援や指導をする

ようにした。そして，学級全体に相手を尊

重することの大切さを育んでいきたいと考

えている。 

具体例としては，帰りの会で，友達のよ

いところを発表し合う「○○さんのかがや

き」を継続して行うなどして，友達のよい

ところに目をつける習慣をつけ，児童同士

がお互いに気持ちよく過ごせるようにする

取組をしてきた。 

(結果) 

自分の感情をストレートに強い言葉で表

してしまうことがある児童がいて，トラブ

ルになったこともあるが，同僚の職員の協

力も得て解決をし，その児童も現在は友達

に対して強い表現をすることはなくなって

いる。 

 また，友達に対して強い口調で話してし

まうことがある児童もいて，２学期は特に

その児童の自己中心的な言動が目立った。

しかし，その頻度も３学期になって少なく

なり，学級内は落ち着いた雰囲気になって

いる。 

(考察) 

３学期になり，子どもたち同士のトラブ

ルやいさかいも減り，取組の効果が見られ

たのではないかと考えられる。 

児童の問題部分にばかり気になって，注

意が多くならないように，相手のよいとこ

ろに目を向けたり，相手を尊重することを

奨励したりする指導や支援を，今後も継続

していきたい。 

 

(3)「めあて」の提示と学習の「振り返り」

を行うことによる授業の構造化 

(ねらいと方法)  

前述のように，昨年度の研究の成果を踏 

まえ，今年度は年間を通しての実践で，「学

習意欲の向上」と「学習内容の理解・定着」

への効果を検証する。 

「めあて」の提示をすれば，児童が何を

がんばればよいかが分かりやすく，見通し

を持って活動できると考えられる。そして，

目標が明確で活動もしやすくなることによ

って，学習への意欲も持ちやすいと考えら

れる。それに，「何のためにこの活動をする

のか」という，学習活動の「意義」を理解

して取り組むことが期待できる。 

また，学習の「振り返り」を行うことに

よっても，「何のために学習してきたのか」

という，学習活動の「意義」を理解するこ

とができる。学習の「意義」を感じること

によって，学習への「達成感」が持て，そ

れが次の学習意欲につながると考えられる。

もちろん，学習の「振り返り」を行い，学

習活動を整理することによって，「学習内容

の理解・定着」も期待できる。 

 (結果) 

「めあて」を提示した授業においては，      

挙手・発言が増え，児童が学習意欲を示す

ことが多い。 

また，算数科での研究授業以降，児童の

発言を板書し，学習の「まとめ」をしてい

るが，児童の言葉で学習がまとめられてい

る。 

(考察) 

今年度の日常実践を通して，「めあて」を

提示することによって，児童は何をがんば

ればよいかが分かったり，学習のゴールが

見えたり見通しが持てたりして取り組みや

すく，それが学習意欲の向上につながった

と考えられる。 



 

また，教師の方も，「めあて」と「まとめ」

を明確にして授業に臨むと，授業の目的や

流れ，ポイントとなる部分が明確になり，

構造的で分かりやすい授業が展開できるよ 

うになると感じた。 

授業の「まとめ」も，児童の発言を拾っ

てまとめることにより，児童が学習内容を

本当に分かっているか，その理解度が測れ，

児童自身も自分たちの学びに自信が持て，

より一層意欲的に学習に取り組めるように

なると感じた。 

 

4.研究授業実践の実際と考察 

下の（表１）の通りの単元の指導計画で，

授業実践を行った。 

また，本時の学習では，右上の（図２）

の複合図形の面積の求め方を考える授業を

行った。 

  (1)授業展開の工夫 

(ねらいと方法) 

図２のような形の面積も，長方形や正方

形の面積の求め方という既習内容を活かせ

ば求められるという学習経験を通して，今

後新しい課題に対峙したときも，既習内容

を活かして解決しようとする気持ちと考え

を持たせたいと考えた。 

新しい課題を解決するときには「既習内

容を活かせばよい」ということに気づかせ

るために，本時では，集団解決の場面で，

特に考えの共通点に目をつけさせ，どの考

えも「既習内容を活かして」解決している

ことに気づかせたい。そして，「共通点を見

つける」という，互いの考えをつなげる活

動によって大切な発見ができることを実感

させ，考えをつなげる活動への意欲を増進

させたい。 

そのために，既習の長方形や正方形の面

積の求め方について，導入の場面ではあえ

て復習したり触れたりせず，自力解決をさ

せるようにした。 

(結果) 

自力解決につまずく児童が多かった。そ

のため，教師が個別支援に回った。教師の

声かけで，既習の長方形の面積の求め方を

想起し，全員の児童が正答を導き出せたが，

教師の支援を待つ間，自力解決が進まなか

った児童が多く，自力解決の時間に大幅な

時間を要してしまった。 

小単元 時 おもな学習内容 

広さの

表し方 

１ 面積の比べ方 

２ 面積の意味 

面積の単位「平方センチメ

ートル(cm２) 」 

長方形

と正方

形の面

積 

３ 長方形や正方形の面積の公

式 

４ 面積の公式の活用 

５ 複合図形の面積の求め方

（本時） 

大きな

面積の

単位 

６ 面積の単位「平方メートル

(m２)」 

７ m２と cm２の関係 

８ 面積の単位「アール(a)」「ヘ

クタール(ha)」 

９ 面積の単位「平方キロメー

トル(km２)」と，その相互関

係 

まとめ 10 学習内容の習熟(力をつける

もんだい) 

11 学習内容の理解(しあげ) 

表１ 単元の指導計画 

図２ 本時の学習で扱った複合図形 



 

全体検討の場面では，「どの考えも長方形

に分けている」という共通点に児童が気づ

き，複合図形の面積も，既習内容の長方形

の面積の求め方を活用すれば求められると

いうことが，まとめられた。 

(考察) 

児童が解決の見通しが持てなかったため，

自力では解決することができない状態に陥

っていたと考えられる。「既習内容を活かす

ことに気づかせること」をねらいとしたた

め，導入の場面で前時までの既習内容にあ

えて触れなかったのだが，解決の見通しが

持てるような何らかの支援は必要だった。 

 

(2)「考えをつなげる」活動 

(ねらいと方法) 

研究授業においても，小ホワイトボード

を活用して，自分の考えを書かせた。ただ

し，考えの説明を詳しく書いてしまうと，

各自の考えを伝え合うだけの“発表会”に

なってしまい，「考えをつなげる」活動が展

開できない恐れがあると考えた。そこで，

ホワイトボードには自分の考えを表す図だ

けを描いて，それを全体の場でみんなで検

討するようにした。その際，ある児童の考

えを別の児童が説明するようにして，友達

の考えを『自分事』として読解・解釈する

ようにした。 

また，出された考えを全体で検討する前

に，それらの考えを児童みんなで相談して

「分類・整理する」活動も，「考えをつなげ

る」活動として行った。 

さらに，考えの共通点として，「長方形に

する」という考えが，「いつでも使えて，早

くて簡単で正確な考え」であることを全体

で共通確認し，より洗練された考えとして，

今後の問題解決に使っていくことも，本時

の学習のまとめとして確認した。 

 

(結果) 

出された考えを，児童全員で相談し，

「縦に分けた考え」「それと似ている考え」

「全く違う考え」の３つに分類して整理す

ることができた（図３・図４）。 

その後，ホワイトボードに表した図をも

とに，友達がどのように考えたのか全体で

検討し，考えた本人ではない児童が式で表

したり，言葉で説明したりして，すべての

考えを解説し合った。 

(考察) 

 友達の考えを全体で検討したり，別の児

童が説明したりすることによって，友達の

考えを『自分事』として読解・解釈し，

「自分の考えとの共通点はどこかな？」と

思考できていたと思う。 

出された考えを児童全員で相談して分

類・整理した場面でも，子どもたちなりに

考えをつなげて，分類・整理することがで

きていた。 

 

(3)板書の工夫 

(ねらいと方法)  

児童から出された考えや，授業の中で 

学んだこと・確認されたこと，学習の流れ

などが，視覚的に捉えやすいように，板書

計画を立てた。 

 

図３ 出された考えを，全員で相談して分類

している場面 



 

児童の考えや発言を板書し，そこから学

習がまとめられるようにした。 

 (結果) 

児童から出された考えの共通点を考えさ

せた際に，児童から出てきた「（どの考えも）

長方形に分けている」という発言を板書し

た。 

本時の学習をまとめる際，「本時で扱った

ような図形の面積を求めるにはどうしたら

よいか。」という問いに対し，板書されてい

た「長方形に分ける」という言葉が児童か

ら出された。（図４） 

(考察) 

本時の学習のまとめの際の，「長方形に分 

ければ求められる。」という児童の発言は，

板書を手がかりにした可能性が十分考えら

れる。また，その発言が出た際に，教師が

板書の「長方形に分ける」という部分を指

し示したので，児童もそれがこの時間の学

習のまとめだと納得できた部分もあると思

う。 

本時のように，板書が学習のまとめの手

がかりになるように板書を計画し，児童が

視覚的にも学習内容を整理しやすくなるよ

うにしていきたい。 

 

5.全体考察 

事前・事後の児童アンケートの結果など 

をもとに，日常的な授業実践と算数科の研

究授業実践の効果を検証し，成果と課題を

まとめていく。 

上の（表２）の結果を見ると，「前に勉強

したことを使う」「似た問題を思い出す」と

回答した児童がかなり増えた。８人中ほと

んどの児童が当てはまる。それに，その他

の回答の中に，「教科書をふり返る」という

回答もある。これは，算数科の研究授業で

行った「既習内容の活用」というねらいが

活きている結果と言える。 

また，「既習内容を活用する」という一つ

の思考スキルを獲得できたと考えられ，「思 

考力の向上」にもつながったと考えられる。 

回答 １回目 

(6月) 

２回目 

(12月) 

友達に聞く ３ ３ 

先生に聞く ６ ５ 

絵や図でかく ５ ５ 

前に勉強した

ことを使う 

５ ７ 

似た問題を 

思い出す 

５ ８ 

あきらめる ０ ０ 

その他 １ 

自分で考

える 

２ 

親に聞く 

教科書を

ふり返る 

表２ 「むずかしい問題や分からない問題があった

とき，どうしていますか。」への回答結果

(複数回答) 

図４ 本時の最終板書 

児童の言葉で学習をまとめた 

考えの共通点として，児童が発言し

た「長方形に分ける」を板書 



 

 

次に（表３）の結果を見ると，自分の考

えを友達に分かりやすく書けるようになっ

た児童が増えたと言える。「どちらかと言え

ば書ける」と回答した２名の児童も，その

理由を「自分の考えを説明しているときに，

友達がうなずいてくれた。納得してくれた。」

と回答していて，自分の考えを相手に伝え

ることに手応えを感じていることが分かる。

この結果から，児童の手応えとして，「自分

の考えを表現する力が向上した」と言える。 

 また，「友達の説明の上手だったところ」

を尋ねた質問に対して，「『○○さんの考え

と似ていて』と言っていたところ」という

回答があった。これは，「互いの考えをつな

げる」ことを大切にしようという意識の表

れと言える。 

このようなことから，「互いの考えをつな

げる」実践によって，算数科における「表

現力の向上」が図られたと言えるだろう。 

ただし，研究授業において明らかになっ

たように，児童が解決の見通しを持てるよ

うな支援を常に提供できるようにしておく

ことが課題である。 

なお，「学習意欲の向上」と「学習内容の

理解・定着」への効果は，前述のように，

「めあて」の提示と学習の「振り返り」に

よる授業の構造化の実践によって手ごたえ

を感じている。これからも継続して実践し

ていきたい。 
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回答 １回目 

(6月) 

２回目 

(12月) 

書けている ４ ６ 

どちらかと言え

ば書けている 

４ ２ 

どちらかと言え

ば書けていない 

０ ０ 

書けていない ０ ０ 

表３ 「自分の考えは友達に分かりやすく書けてい

ると思いますか。」への回答結果 


